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安 全 デ ー タ シ ー ト 
 

Ｌ－リンゴ酸 

 

作成年月日：2026 年 9 月 1 日 

 

1．化学品名及び会社情報  

 化学品の名称  Ｌ－リンゴ酸  

 供給者の会社名称 ＭＦフィード株式会社  

 住所及び電話番号 北海道苫小牧市真砂町 38 番地 5 

TEL: 0144-56-2102 

 

 推奨用途及び使用上の

制限 

飼料または飼料添加物 

 

 

  

2．危険有害性の要約  

 化学品の GHS 分類   

  物理化学的危険性 爆発物 区分に該当しない 

   可燃性ガス 区分に該当しない 

   エアゾール 区分に該当しない 

   酸化性ガス 区分に該当しない 

   高圧ガス 区分に該当しない 

   引火性液体 区分に該当しない 

   可燃性個体 分類できない 

   自己反応性化学品 区分に該当しない 

   自然発火性液体 区分に該当しない 

   自然発火性個体 区分に該当しない 

   自己発熱性化学品 分類できない 

   水反応可燃性化学品 区分に該当しない 

   酸化性液体 区分に該当しない 

   酸化性個体 区分に該当しない 

   有機過酸化物 区分に該当しない 

   金属腐食性化学品 分類できない 

   鈍性化爆発物 区分に該当しない 

  健康に対する有害性 急性毒性（経口） 区分に該当しない 

   急性毒性（経皮） 分類できない 

   急性毒性（吸入：ガス） 区分に該当しない 
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   急性毒性（吸入：蒸気） 分類できない 

   急性毒性（吸入：粉じん、ミスト） 分類できない 

   皮膚腐食性／刺激性 区分 2 

   眼に対する重篤な損傷性／眼刺

激性 

区分 2A 

   呼吸器感作性 分類できない 

   皮膚感作性 分類できない 

   生殖細胞変異原性 分類できない 

   発がん性 分類できない 

   生殖毒性 分類できない 

   特定標的臓器毒性（単回ばく露） 分類できない 

   特定標的臓器毒性（反復ばく露） 分類できない 

   誤えん有害性 分類できない 

  環境に対する有害性 水生環境有害性 短期（急性） 分類できない 

   水生環境有害性 長期（慢性） 分類できない 

   オゾン層への有害性 分類できない 

 GHS ラベル要素   

  絵表示または 

シンボル 

  

 

 

  注意喚起語 警告  

  危険有害性情報 H315：皮膚刺激 

H319：強い眼刺激 

  注意書き 【安全対策】 

P264：取り扱い後は手や顔など、ばく露した皮膚をよ

く洗うこと。 

P280：保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用す

ること。 

【応急措置】 

P302+P352：皮膚に付着した場合：多量の水で洗うこ

と。 

P305+P351+P338：眼に入った場合：水で数分間注意深

く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて容易

に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 

P321：特別な処置が必要である。 

P332+P313：皮膚刺激が生じた場合：医師の診察／手当
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てを受けること。 

P337+P313：眼の刺激が続く場合：医師の診察／手当て

を受けること。 

P362+P364：汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合に

は洗濯をすること。 

【廃棄】 

P501：内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた

専門の廃棄物処理業者に業務委託し廃棄すること。 

【その他の危険有害性】 

粉じんの発生を避ける。微粉末の場合は粉じん爆発の危

険性も考えられるので、多量の取り扱いには注意する。 

     

3．組成及び成分情報 

 化学物質・混合物の区別 化学物質  

 化学名又は一般名 Ｌ－リンゴ酸  

 慣用名又は別名 (2S)-2-ヒドロキシコハク酸、(2S)-2-ヒドロキシブタン

二酸 

 化学物質を特定できる一般的

な番号 

CAS No.97-67-6  

 成分及び濃度又は濃度範囲 Ｌ－リンゴ酸 99.5%以上 

 官報公示整理番号 (2)-1442 

 EINECS 番号 202-601-5 

     

4．応急措置 

 吸入した場合 直ちに新鮮な空気の場所に移し、医師の手当てを受け

る。 

 皮膚に付着した場合 直ちに水で洗い流した後、石けんでよく洗う。付着した

衣服類は、洗い落としてから着用する。 

 眼に入った場合 水で数分間注意深く洗う。次にコンタクトレンズを着用

していて容易に外せる場合は外す。その後も洗浄を続け

る。医師の診察／手当てを受ける。 

 飲み込んだ場合 口をすすぐこと。医師に連絡すること。 

 応急措置をする者の保護に必

要な注意事項 

保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護面、呼吸用保護具、

安全靴等の適切な保護具を着用する。 

 医師に対する特別な注意事項 症状に応じた治療を行う。 
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5．火災時の措置  

 適切な消火剤 水、粉末、炭酸ガス、泡や乾燥砂等 

 使ってはならない消火剤 アルカリ金属を含む粉末消火剤は使用すべきではない。 

 火災時の特有の危険有害性 不完全燃焼による一酸化炭素等の有毒なガスを生じる

恐れがある。 

 特有の消火方法 付近の着火源を断ち、保護具を着用して消火する。 

 消火活動を行う者の特別な保

護具及び緊急時措置 

消火作業の際には有毒なガスを吸い込まないように呼

吸用保護具を着用し、風上から消火作業を行う。 

   

6．漏出時の措置 

 人体に対する注意事項、保護

具及び緊急時措置 

作業の際には必ず保護具（保護手袋、保護眼鏡等）を着

用する。 

 環境に対する注意事項 公共用水域に流さないよう留意する。 

 封じ込め及び浄化の方法及び

機材 

少量の場合は拭き取り廃棄する。水洗する際は炭酸アル

カリや重炭酸アルカリで中和した後、適切な排水処理を

行う。多量の場合は掃き取り、蓋付きの容器に入れる。

炭酸アルカリや重炭酸アルカリで中和した後、適切な排

水処理を行う。付近の着火源となるものを速やかに除く

とともに、火花を発生しない、安全な用具を使用する。

多量の場合は盛土で囲って流出を防止し、周囲の人を安

全な場所に導いてからドラムなどに回収する。炭酸アル

カリや重炭酸アルカリで中和した後、適切な排水処理を

行う。 

 二次災害の防止策 すべての発火源を速やかに取り除く（近傍での喫煙、火

花や火炎の禁止）。排水溝、下水溝、地下室或いは閉鎖

場所への流入を防ぐ。 

   

7．取扱い及び保管上の注意 

 取扱い  

  技術的対策 作業終了後は身体、手、口、眼、顔等をよく洗うこと。

衣服等に付着した場合は脱ぎ捨て、よく洗ってから着用

すること。漏れ、飛散しないようにすること。 

  安全取扱注意事項 皮膚、眼等の接触を避ける。 

耐酸性手袋、耐酸性前掛け、保護眼鏡（ゴーグル等）等

の保護具を着用して作業する。 

微粉末は粉じん爆発の可能性も考えられるので、着火源
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を遠ざけ換気を良くした場所での作業を行う。 

  接触回避 眼、皮膚との接触の恐れがある場合には適切な保護具を

着用する。 

 保管  

  安全な保管条件 換気のある乾燥した暗所に密閉して保管する。 

  安全な容器包装材料 国内法令に準拠した安全な容器を使用する。 

    

8．ばく露防止及び保護措置  

 許容濃度 特になし 

 設備対策 取り扱い場所の近くに手洗い、洗眼設備を設け、その位

置を明確に表示する。作業する場所に上記設備が設けら

れない場合は、作業する場所近くにポリ缶或いは洗眼ビ

ンを用意する。 

粉じんを発生させるような取り扱いをする場合には、密

閉された装置、機器、又は局所排気装置を使用する。 

 保護具  

  呼吸用保護具 空気供給型の保護マスク、国家検定により粒子捕集効率

が 99.9%以上であるマスク 

  手の保護具 耐酸性手袋 

  眼及び／又は顔面の保護具 保護眼鏡（普通眼鏡型、側板付普通眼鏡型、ゴーグル型）

又は防災面等 

  皮膚及び身体の保護具 顔面用の保護具、保護衣、安全靴等の保護具 

     

9．物理的及び化学的性質 

 物理的状態  

  形状 結晶性粉末 

  色 白色 

  臭い 弱い酸味臭 

  pH 2.2 (1 w/w%、20℃) 

 融点/凝固点 101~104℃  140℃以下で分解 

 沸点又は初留点及び沸点範囲 適当なデータがない 

 可燃性 適当なデータがない 

 爆発下限界及び爆発上限界/

可燃限界 

適当なデータがない 

 引火点 適当なデータがない 

 自然発火点 適当なデータがない 
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 分解温度 適当なデータがない 

 動粘性率 － 

 溶解度 水：36.3 g/100g、有機溶剤 メタノール：197.2 g/100g、

エタノール：86.6 g/100g、エチルエーテル：2.7 g/100g、

アセトン：60.6 g/100g、ジオキサン：74.3 g/100g、ベ

ンゼン：ほとんど不溶 

 n-オクタノール/水分配係数

(log 値) 

-1.26 

 蒸気圧 適当なデータがない 

 密度及び/又は相対密度 真比重 1.60 g/㎤ 

見かけ嵩比重 0.6 g/㎤ 

 相対ガス密度 適当なデータがない 

 粒子特性 適当なデータがない 

 分子量 134.09 

   

10．安定性及び反応性  

 反応性 濃アルカリとは激しく反応し、発熱する。塩素系漂白剤

と反応し有害な塩素ガスを発生するので、接触させな

い。 

 化学的安定性 通常の取り扱い及び保管条件で安定である。 

 危険有害反応可能性 特になし 

 避けるべき条件 アルカリ（塩基）、塩素系漂白剤と接触させない。 

 混触危険物質 アルカリ、塩素系漂白剤、アルミニウム等の金属 

 危険有害な分解生成物 一酸化炭素、二酸化炭素 

   

11．有害性情報  

 急性毒性  

  経口 区分に該当しない 

DL-リンゴ酸は LD50 3,200 mg/kgbw 以上（ラット）

（PATTY（5th、2001））に基づき、JIS 分類基準の区

分外（国連分類基準の区分 5）となるため、区分に該当

しない。本製品でも区分に該当しないとした。 

  経皮 適当なデータがなく、分類できない。 

  吸入：ガス GHS の定義における固体であるため区分に該当しな

い。 

  吸入：蒸気 適当なデータがなく、分類できない。 
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  吸入：粉じん、ミスト 適当なデータがなく、分類できない。 

 皮膚腐食性／刺激性 区分 2 

DL-リンゴ酸はウサギの皮膚に 20mg 又は 500mgを 24

時間適用した試験の結果、中等度の刺激性（moderately 

irritating）(PATTY 5th,2001)）との報告に基づき、区

分 2 である。これと ECHA の分類情報から L-リンゴ 

酸も区分 2 とした。 

 眼に対する重篤な損傷性／眼

刺激性 

区分 2A 
DL-リンゴ酸はウサギの眼に 750 ㎍を適用した試験の

結果、重度の刺激性（severe irritation）(PATTY 5th、

2001)）との報告に基づき区分 2A である。これと ECHA

の分類情報から、L-リンゴ酸も区分 2A とした。 

 呼吸器感作性 適当なデータがなく、分類できない。 

 皮膚感作性 適当なデータがなく、分類できない。 

 生殖細胞変異原性 適当なデータがなく、分類できない。 

 発がん性 適当なデータがなく、分類できない。 

 生殖毒性 適当なデータがなく、分類できない。 

 特定標的臓器毒性（単回ばく

露） 

適当なデータがなく、分類できない。 

 特定標的臓器毒性（反復ばく

露） 

適当なデータがなく、分類できない。 

 誤えん有害性 適当なデータがなく、分類できない。 

   

12．環境影響情報  

 生態毒性  

 水生環境有害性 短期（急性） 適当なデータがなく、分類できない。 

 水生環境有害性 長期（慢性） 適当なデータがなく、分類できない。 

 残留性・分解性 BOD  0.468 g/g 

TOD  0.718 mg/L 

 生体蓄積性 適当なデータがなく、分類できない。 

 土壌中の移動性 適当なデータがなく、分類できない。 

 オゾン層への有害性 モントリオール議定書の附属書に記載されていないこ

とから、分類できない。 

    

13．廃棄上の注意 

 化学品、汚染容器及び包装の 製品を廃棄する場合は、産業廃棄物処理業者に委託する
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安全で、必須かつ環境上望ま

しい廃棄又はリサイクルに関

する情報： 

か、50 倍以上に水で希釈後、炭酸アルカリ或いは重炭

酸アルカリで中和し、法の規定を守って処理を行う。 

廃棄においては、関連法規ならびに地方自治体の基準に

従う。都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理

業者、もしくは地方公共団体がその処理を行っている場

合にはそこに委託して処理する。 

廃棄物の処理を委託する場合、処理業者等に危険性、有

害性を十分告知の上、処理を委託する。 

容器はきれいにしてリサイクルするか、関連法規ならび

に地方自治体の基準に従って適切な処分を行う。空容器

を廃棄する場合、内容物を完全に除去する。 

   

14．輸送上の注意 

 国際規制  

  国連番号 非該当 

  国連輸送名 非該当 

  国連分類 非該当 

  容器等級 非該当 

 国内規制  

  陸上輸送 道路交通法等の規定に従う。 

  海上輸送 船舶安全法等の規定に従う。 

  航空輸送 航空法等の規定に従う。 

  輸送の特定の安全対策及び

条件 

容器からの漏れの無いことを確かめ、転倒、落下、破損

の無いように積み込み、荷崩れの防止を行う。 

  国内規制がある場合の規制

情報 

項目 15 参照 

  緊急時応急措置指針番号 非該当 

     

15．適用法令 

  労働安全衛生法 名称等を表示し、又は通知すべき危険物及び有害物（法

第 57 条）[ L-リンゴ酸 ] 

    

16．その他の情報 この安全データシートは、いくつかの情報を参考にし

て、ＭＦフィード株式会社が作成したものです。全ての

資料や文献を調査したわけではないため、情報に漏れが

あるかもしれません。また、新しい知見の発表や従来の
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説の訂正により内容に変更が生じることがあります。重

要な決定等にご利用される場合は、別途資料や文献を調

査し検討するか、試験によって確かめることをお勧めし

ます。なお、含有量、物理化学的性質等の数値は保証値

ではありません。また、注意事項は、通常の取り扱いを

想定しており、特殊な取り扱いの場合には別途注意が必

要になることをご配慮ください。 

＜引用文献＞  

● 原料供給メーカー作成 SDS 
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